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Ｃｂａｒによるプログラム開発方法Ⅰ  Ｖｅｒ１．００ ２００５．６．２１ 

     Ｖｅｒ１．０１ ２００６．１．２１ カスタマイズ説明追加 

     Ｖｅｒ１．０２ ２００６．５．５ ダウンロード版解説追加、修正。 

 

■Ｃｂａｒを使用したＨ８－３０５２ＣＰＵボードの開発例 

 

 ㈱秋月電子通商で販売している「ＡＫＩ－Ｈ８／３０６９ＦフラッシュマイコンＬＡＮボード」、「ＡＲＭマイコンボード

キット」等を購入すると開発用ソフトウエアが添付しています。統合開発環境ＣｂａｒとＧＣＣのＣコンパイラ、ＲＯＭラ

イタソフトとプログラム開発に必要なソフトウエアが同封されています。「ＧＣＣ ｏｎ Ｗｉｎｄｏｗｓ」としてＷｉｎ

ｄｏｗｓ上で動くＧＣＣが添付しています。これはＡＲＭ、Ｈ８、ＰＩＣの開発が行えるようです。 

 

 今回はこの環境を使用して、当社製Ｈ８－３０５２ＣＰＵボードの開発方法について記述します。他のＨ８ＣＰＵ開発を

この環境で行う場合でも参考になると思います。 

 ご注意いただきたいのは㈱秋月電子通商はＣｂａｒ＋ＧＣＣ Ｃの組み合わせ以外の開発ソフトも販売されており、それ

らの環境では参考にはなりません。 

 

● 開発するＣＰＵを選択する 

Ｃｂａｒ立ち上げ時に左上に開発できるＣＰＵが表示されます。下の例ではＨ８／３０４８です。これを変更したい場合、

「 設定 」をクリックします。 
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●「 環境設定 」をクリックすると以下のＦＳｅｔ画面が表示されます。Ｌｏａｄ（Ｌ）をクリックします。 

 

 
 

● 各種ＣＰＵ別の設定ファイルが表示されます。 

 
ここに見えるのがデホルトで開発できるマイコンの環境設定ファイルです。 
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● もともとのＣｂａｒにはＨ８－３０５２用のｘファイルが同封されていません。そこで、Ｈ８＿３０６７．ｘフ

ァイルをもとにＨ８＿３０５２．ｘファイルを作成してみます。ｘファイルはデホルトでは以下のディレクトリ

にあります。 

Ｃ：￥ｗｉｎｇｃｃ￥ａｐｐ￥ｈ８＿３０６７．ｘ 

 ＣＰＵによってなにを変えるか、というと ｖｅｃｔｏｒｓの下にある 

 ｒｏｍ、ｒａｍ、ｓｔａｃｋの３つの右側にある数字です。それぞれＣＰＵハードウエア固有の数値です。

Ｈ８－３０５２の場合、 

ｒｏｍ ： ｏ ＝ ０ｘ０００１００、｜＝ ０ｘ０７ＦＦＦＦ とします。 

左は０ｘ０００１００固定、右はそのＣＰＵのＲＯＭの最大アドレスを書きます。 

ｒａｍ ： ｏ ＝ ０ｘｆｆｄｆ１０、｜＝ ０ｘ００１ｆｆｆ 

左はＲＡＭの開始アドレス、右は容量を書きます。 

ｓｔａｃｋ ｏ ＝ ０ｘｆｆｆｆ０ｃ、｜＝ ０ｘ０００００４ 

左はＲＡＭの最終アドレス － ３の数値を、右は０ｘ０００００４固定です。 

●はじめからあるｈ８＿３０６７．ｘファイル。Ｈ８－３０６７のハードウエアに沿ったデータが記載されています。 
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●以下がＨ８＿３０６７．ｘをもとに製作したＨ８＿３０５２．ｘファイルです。ｒｏｍ、ｒａｍ、ｓｔａｃｋの数

値が書き換えられています。 

 

 

●「ｈ８＿３０５２．ｘ」をセーブしたら環境設定も変更します。 
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●「Ｌｉｎｋｅｒ ｏｐｔｉｏｎ」の中のｘファイルを「ｈ８＿３０５２ｘ」に書き換えます。 

 
 

 セーブするときはここ    ｘファイル書き換えはここです。 

 

●ちなみに、「Ｅｄｉｔｏｒ」、「Ｗｒｉｔｅｒ」等も自分の好きなものに変更できます。 

 

●新たなＨ８－３０５２のための環境を名前をつけてセーブします。ここでは「Ｈ８＿３０５２．ｘｍｌ」としまし

た。ＣＰＵが変わってもこの環境ファイルを読み込めば、それぞれに対応できます。 

 
 

これで環境が整いました。以下、プログラム作成について説明します。 
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【プログラム作成】 

 

●初めにプロジェクトを作成します。 

 

●ここでは「ｔｅｓｔ３０５２」とします。 

 

●プロジェクトを保存します。 

 

●プロジェクト「ｔｅｓｔ３０５２］を作成するとその中に 

「Ｓｏｕｒｃｅ］、「Ｈｅａｄｅｒ」、「Ｅｔｃ」のホルダが自動的に作成されます。 
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●ファイルを新規作成します。「Ｓｏｕｒｃｅ」をクリックし、「ファイル（Ｆ）」→「新規作成」をクリックします。 

 

●ここでは「ｔｅｓｔ５２」という名前にします。 

 

●「ｔｅｓｔ５２」をダブルクリックするとエディタが開きます。デホルトでは「メモ帳」が開きました。Ｃｂａｒ

の右欄ではＤＯＳ窓の表示らしきものが表示されます。 
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●「メモ帳」に以下のプログラムを記入します。 

 

●上記ファイルをセーブしたら、「実行」→「コンパイル」させます。 

 

●エラーがあると以下のようにエラー箇所の行番号、内容、エラー数等が表示されます。修正が必要です。 

 

●エラーがなければ以下のように「ｔｅｓｔ３０５２．ｍｏｔ」まで表示され、エラー文がありません。 
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これで完成した「ｔｅｓｔ３０５２．ｍｏｔ」ファイルをフラッシュＲＯＭライタで書き込みます。 

 

●フラッシュＲＯＭの書き込み 

 弊社の「フォースライタ Ｈ８－３０５２」を使用しますので、その使用方法をご参照ください。 

 

ご注意 

 

■ＣｂａｒはＫＥＮＣＨ氏によるフリーソフトです。 

■ＧＣＣ（ＧＮＵ Ｃｏｍｐｉｌｅｒ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）Ｃ はＧＮＵプロジェクトによるフリーＣコンパイラです。 

■Ｗｉｎｄｏｗｓは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 

 

〒350-1213 

埼玉県日高市高萩1141-1 

TEL 042（985）6982 

FAX 042（985）6720 

Homepage：http//beriver.co.jp 

e-mail：support＠beriver.co.jp 
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